
■特集「食を考える」
� …２・３頁
■嘱託職員・「市民バス」サポーター
　・ホームページの広告募集
� …４～６頁
■ナラシ対策に加入
　しましょう
� …１１頁
■生活情報館
� …１３頁

　食卓で、今日の出来事を話し合いながら食事をとることは、豊かな心を育み、安らぎを

与えます。家庭における「食育」の礎です。

　皆さんも家族そろって食卓を囲み、話をしながら和気あいあいと食事してみてはいかが

ですか。（写真は、一家団らんで夕食をとる四世代家族です。）
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ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
個
人
の
価
値

観
・
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
く
中
で
、
食

生
活
や
こ
れ
ら
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
激
に

変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
食
を
め
ぐ
る
現
状
が

危
機
的
状
況
に
お
ち
い
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
こ
そ
、
消
費
者
が
「
食
」
に
関
心
を
も
つ

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

を

考
え
る
！

食食
特
集

緊
急
レ
ポ
ー
ト
w

※
食
育
に
関
す
る
提
案
や
意
見
、

　
感
想
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
食
育
推
進
委
員
会
事
務
局
農
政
課

　
1(

２
２)

３
０
０
９

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　n
o
u
se
i@
city
.e
ch
ize
n
.lg
.jp

▼
食
生
活
改
善
推
進
員
の
役
割

▼
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
市
が
開

催
す
る
養
成
講
座
を
受
講
し
て
規
定

の
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
市
食

生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
市
長
か
ら

委
嘱
さ
れ
、
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な「
食
」の
問
題
を
抱
え

て
い
る
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
く
対
応
し
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
地
域
に
密
着
し
た
食
生

活
改
善
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
学
校
や
公
民
館
な
ど
が
開
催

す
る
食
育
事
業
に
も
積
極
的
に
協
力

し
、
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　食生活改善推進員の活動は、戦後の食糧難で栄養バランス

の非常に悪い食事が日常化していた人々に、栄養のあるバラ

ンスの取れた食事を取ることを指導するところから始まりま

した。

　昭和30年代「食」は「胃」を満たすためのものでした。それが

40年代には「舌」、50年代には「目」、60代年には「頭」、そし

て現在は「心」を満たすものへと移り変わり、それに伴って推

進員の活動も変化してきました。

　「食」は「心」を満たすもの。安全・安心な食材、家族や仲間

とのつながり、感謝の気持ち、これらを満たした環境づくり

が今、求められているのです。

　そのためには私たちがより意識を高め、多くの消費者の皆

さんに「食」を理解していただき、声を出していくことが大事

なのです。

　そういった活動が生産者の方々を育て、世論を動かす力に

なるのでしょう。

消
費
者
が
力
を
発
揮
す
る
と
き
！

安
藤 

ス
ミ
子 

さ
ん

・
山
本
　 

裕
子 

さ
ん

自
分
で
栽
培
、本
物
の
味
を
！

田
中 

滋
子 

さ
ん（
と
こ
と
ん
お
米
倶
楽
部
代
表
）

真
の
食
育
は
家
庭
か
ら
！

関
本 

新
右
衛
門 

さ
ん（
百
姓
の
館
代
表
）

確
認
し
て
み
よ
う
！

　
健
康
な
体
を
守
る
た
め
に
は
、自
分
自
身
で
、何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
れ
ば
よ
い

の
か
、考
え
、学
び
、判
断
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
大
事
で
す
。　

共
働
き

　
福
井
県
は
共
働
き
世
帯
率
が
全
国

で
も
非
常
に
高
い
県
で
す
。
一
日
中

仕
事
に
励
み
、
忙
し
く
時
間
が
な
い

か
ら
、
出
来
合
い
も
の
や
簡
単
料
理

で
済
ま
せ
る
食
事

も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
い
つ
の
間

に
か
食
生
活
は
貧

し
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

核
家
族

　
本
来「
食
」に
関
す
る
情
報
や
知
識

は
、
家
庭
の
中
で
祖
父
母
や
両
親
か

ら
子
ど
も
た
ち
へ
受
け
継
が
れ
て
い

く
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
核
家
族

は
増
え
続
け
、
伝

え
て
い
く
べ
き
こ

と
が
伝
え
ら
れ
な

く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

塾
通
い

　
学
校
が
終
わ
っ
て
、
ま
た
す
ぐ
塾

へ
と
向
か
う
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て

い
ま
す
。
買
い
食
い
や
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
で
お
腹
を
満
た
す
食
生
活
は
、
将

来
に
わ
た
っ
て「
個
食
」や「
孤
食
」を

習
慣
化
さ
せ
て

し
ま
う
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。

(

市
食
生
活
改
善
推
進
員
会
代
表)

　無農薬・有機栽培で作っ

た安心できる地元のお米を

もっと多くの人に食べても

らいたいと考え、米粉のパ

ンを仲間たちと共に研究す

ること３年、ついにおいしいパンにたど

り着きました。今では県内外の講習会に

も出向き指導するほどです。米粉のパン

は和食のおかずにも合うことを発見、和

食文化を取り戻すきっかけになればと思

います。またアレルギーにやさしい食品

をもっと開発していきたいと考えていま

す。

　安全・安心な食材は、手間やお金がか

かります。でも、料理を作る大切さや喜

びを感じるようになると、人はおのずと

安全・安心な食材への関心が高まり、本

物の味を求めて、自分で栽培したくなる

のです。「食」への関心が深まるんです。

　食育の基本は地産地消

です。だから減少する地

元農業者の活性化が必要

だと考え、自分たちで作

った自慢の野菜を自分た

ちで売る機会を設け、や

りがいを見いだそうと考

えました。

　直売で運営することで

消費者の方々とも近くで

接することができ、考え方も伝わってきます。それ

が大事なのです。

　売りは新鮮、減農薬、有機肥料。でも残念なこと

に消費者の皆さんにとっては、経済性が一番の問題

のようです。

　「食育」は学校や自治体ががんばっても浸透しません。肝心な

のは「家庭」です。家で親が料理を作り、それを子どもたちが見・

聞き・触れて学ぶことが、真の食育になるのです。

○安い、新鮮、きれいだし、それに

地場産だから安心できるかなぁ。

○欲しいものがいつもあるから。

○核家族にとっては、ちょうど良い

量なんですよね。

○値札に生産者の顔・名前・産地が

載ってるからそれを見て買うんです。

おいしかったら、またその人が作

った物を買うようにしています。

○お米がおいしいんです。　

利用している消費者の
皆さんに聞いてみました。

利用している消費者の
皆さんに聞いてみました。

成
人
が
１
日
に
摂
る
お
お
よ
そ
の
量
を
示
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
目
安
は

２
２
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
す
。

健康食ランチバイキングのようす（上・下）

あ
ん

し
げ

せ
き

も
と

し
ん

う

え

も
ん

こ

ど
う

や
ま
も
と

ひ
ろ

こ

こめ こ

百姓の館のようす（上・下）
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■市の嘱託職員を募集します！■市の嘱託職員を募集します！

■教育委員会の嘱託職員を募集します！■教育委員会の嘱託職員を募集します！

■教育補助員等を募集します！■教育補助員等を募集します！

市消費者センター
（センチュリープラザ）

武生勤労青少年ホーム
（高瀬二丁目）

同　　上

武生地域職業
訓練センター
（高瀬一丁目）

万葉菊花園
（余川町）

越前の里味真野苑
（余川町）

国民健康保険診療所
（国高二丁目）

地域包括支援センター
（市長寿福祉課内）

○雇用期間など
　4月1日a～平成20年3月31日b

　午前8時半～午後5時半
　週40時間程度
　休日は、土・日、国民の祝日�　
　　　　　12月29日～１月３日
※の職種については変則勤務

○賞与、保険制度有り

○申込方法
・市販の履歴書で申し込んでく
ださい。（郵送も可）
・写真は６カ月以内に撮影した
ものを履歴書に貼り付けてく
ださい。
・履歴書の上部に希望する職種
を第2希望まで記入してくだ
さい。

○申込締切　
　３月５日b 消印有効

○面接試験
　３月17日g

（時間・場所は申込者に直接通知し

ます。）

○申込・問合先　職員課
　　〒915－8530　住所不要
　　1（22）3704

・消費者行政および消費者セン
ター運営に意欲のある人

初任給　133,500円

・勤労青少年の健全な育成およ
び勤労青少年ホーム運営に意
欲のある人�

・職業教育および地域職業訓練
センター運営に意欲のある人

初任給　133,500円

・勤労青少年の健全な育成に関
する講座の企画および実施な
どに意欲のある人

初任給　133,500円�

・職業訓練に関する事業の企画お
よび実施などに意欲のある人

・パソコン機器の知識のある人
初任給　133,500円

・来園者の体験学習の企画およ
び実施などに意欲のある人�

初任給　133,500円

・万葉館の展示企画などに意欲のある人
初任給　133,500円

・国家資格を持っている人�
・パソコンの基本的な操作のできる人
初任給　138,000円

・国家資格を持っている人�
初任給　146,600円

　　　

消費者センター所長

武生勤労青少年
ホーム館長

（兼武生地域職業訓
練センター所長）

武生勤労青少年
ホーム指導員

武生地域職業訓練
センター指導員

万葉菊花園指導員

   越前の里味真野苑
指導員

歯科衛生士

介護支援専門員

１人

１人

２人

　

１人

１人

１人

１人

２人

職　　種 勤 務 場 所 募集人数応募資格・初任給 雇用期間・申込など

　　　

文化課分室

（平和町）

○雇用期間などは上記と同じ

○申込・問合先　文化課

　　〒915－8530　住所不要
　　1（22）7459

・埋蔵文化財の発掘調査・出土

品の復元作業などについて知識、

経験がある人

初任給　133,500円

　　　

文化財調査員

（遺物整理と

　作業指導）

１人

職　　種 勤 務 場 所 募集人数応募資格・初任給 雇用期間・申込など

職　　種 募集人数応募資格・初任給 雇用期間・申込など

○申込方法
学校教育課に電話で連絡のうえ、指定する日に履
歴書と教員免許（写）を持参してください。

○申込締切　
　3月30日f

　ただし、定員に満たない場合、4月以降も随時受付します。

○面接試験　　
　学校教育課の指定する日に行います。

○採用
合格者は講師名簿に登録され、欠員補充など必要
があるときに採用します。

○申込・問合先　学校教育課　1（22）7452

○応募資格

・幼稚園、小学校または中学校の教

員免許を持っている人

 （今年３月末資格取得見込みを含む）

・１日８時間週５日勤務可能で、４

月から継続して１年間勤務できる

方

（年齢・性別は問いません）　

小中学校教育補助員

（臨時職員）

小中学校非常勤講師

（嘱託教諭）

幼稚園臨時教諭

（臨時職員）

若干名

●年齢・性別は問いません

●年齢・性別は問いません

※

※

※
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駐
車
場
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
申
込
先
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
売
却
対
象
車
両

　
車
　
　
名
　
ト
ヨ
タ 

ク
ラ
ウ
ン

（黒）

　
取

得

日
　
平
成
13
年
３
月

　
車
検
期
日
　
平
成
20
年
３
月
28
日

　
走
行
距
離
　
約
４
万
５
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
（
平
成
19
年
２
月
１
日
現
在
）

　
予
定
価
格
　
１
１
０
万
円

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
　
支
払
済
み

◆
入
札
参
加
資
格

　
市
に
住
ん
で
い
る
個
人
、
ま
た
は
事

務
所
を
有
す
る
法
人
で
、
滞
納
者
・
破

産
者
な
ど
を
除
く
。

◆
入
札
参
加
申
込
期
間

　
２
月
19
日

（月）
〜
２
月
28
日

（水）

　
　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
期
間
中
、
市
役
所
本
庁
裏
の
駐
車
場

で
車
両
を
公
開
し
ま
す
。

◆
入
札
日

　
３
月
５
日

（月）
　
午
後
１
時
20
分
〜

◆
問
合
先
　
財
務
課
　
契
約
検
査
室

　
1（
２
２
）３
２
３
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
２
）３
８
５
５
　

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　h

ttp
://w

w
w

.city
.e

ch
ize

n
.lg

.jp

　各申込先へ駐車予定の車の車種・ナンバーを控え、印鑑を持参してください。

　申し込みは先着順で随時受付していますが、満車になりしだい終了しますのでご了承ください。

q 維持管理課　午前８時半～午後５時（土・日曜日、祝日を除く）

　1（２２）３７０９

w 王子保駅管理協会（王子保公民館内）　午後１時～５時（火～金）

　1（２３）９６６６

　　または王子保駅窓口　午前７時～午後３時（年中無休） 電話なし

　募集区画数は、２月１日現在の空き状況のため、変動する場合があります。

また、駐車場には融雪設備がありませんので、除雪は各自で行っていただく必要があります。

駐車場名（場所） 募集区画 利用料金 利 用 期 間

q錦駐車場（県道高架ループ付近）

w王子保駅駐車場（JR王子保駅前）
月３,０００円

１ヵ月分毎に前納

月５,０００円

３ヵ月分毎に前納

４月１日～

平成21年３月31日（２年契約）

４月１日～

平成20年３月31日（１年契約）
９

５

市
営
月
極
駐
車
場
利
用
者
募
集
！

市
営
月
極
駐
車
場
利
用
者
募
集
！
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申  込  方  法

申込・問合先

その他注意事項

市役所
●

王子保●
郵便局

日 

野 

川

武
生
駅

王
子
保
駅

万代橋

q

R 8

R365

至南越前町

公
用
車
を

売
却
し
ま
す

公
用
車
を

売
却
し
ま
す

P

w



■時刻表への広告掲載
　各家庭に配付する時刻表に広告を掲載しませんか。

　料金　１枠 ２万5,000円(４センチメートル×6.5センチメートル)

　　　　２枠 ５万円　　  (４センチメートル×13センチメートル)

■停留所の表示
　バス停留所名に事業所名などを付け加えます。表示することで、停留

所の場所がわかりやすくなることなどが条件です。

　料金　市街地循環ルート　５万円（年間）

　　　　郊外・今立ルート　２万円（ 〃 ）

※詳しくはホームページをご覧ください。

◆ホームページアドレス
　http://www.city.echizen.lg.jp

◆問合先　　政策推進課

　1(２２)３０１６　　ＦＡＸ(２２)９１０６

◆電子メールアドレス　kikaku@city.echizen. lg . jp

　
市
で
は
、
市
民
バ
ス
の
運
行
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
や
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
の
方
法
は
、「
時
刻
表
へ
の
広
告
掲
載
」と「
停
留
所
の
表
示
」

の
２
種
類
で
す
。
地
域
貢
献
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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「
市
民
バ
ス
」
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

「
市
民
バ
ス
」
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

バナー広告を募集します！バナー広告を募集します！バナー広告を募集します！
■４月より、市ホームページに広告を載せていただける

事業所などを募集します。

※詳しくはホームページをご覧ください。

●ホームページアドレス�http://www.city.echizen.lg.jp

●問　　合　　先�秘書課広報広聴室　1(２２)３４２８　ＦＡＸ(２４)３３０７

●電子メールアドレス� koutyou@city.echizen.lg.jp

●市ホームページ
●トップページの右上部
●３枠

●縦60ピクセル×横180ピクセル
●GIF形式（アニメーション不可）
●またはJPEG形式
●８キロバイト以下

●１カ月３０，０００円
●６カ月継続掲載の場合

　１５０，０００円

掲載位置 規　格 料　金

随
時
受
付
中
！

　
収
骨
に
ご
案
内
す
る
際
、
ご
遺
族

へ
の
確
認
が
ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
あ
っ

た
た
め
、
誤
っ
た
ま
ま
で
収
骨
が
終

わ
り
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
斎
場

で
は
、
収
骨
室
の
入
り
口
に
新
た
に

名
札
を
掲
示
し
て
、
職
員
が
お
名
前

を
お
伺
い
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
待
合
室
で
待
た
れ
て
い
る

ご
遺
族
や
、
い
っ
た
ん
葬
儀
会
館
な

ど
に
戻
ら
れ
る
ご
遺
族
に
も
、
お
名

前
の
確
認
を
徹
底
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
先

　
市
民
課
　
1（
２
２
）３
３
９
６

　
斎
　
場
　
1（
２
３
）３
９
６
０ ここに名前が入ります。

収
骨
室
へ
の
ご
案
内
の
際

お
名
前
の
確
認
を

徹
底
し
ま
す
。

市
斎
場
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
斎
場
か
ら
の

お
知
ら
せ



▼文京一・二丁目(358世帯)

▼芝原一・二・三・四・五丁目(680世帯)

▼中津山町(130世帯)

　強化地区以外の皆さんも、犯罪のないまち
づくりの取り組みをお願いします。

　福井県安全安心まちづくり推進会議からそ
れぞれの強化地区として、市内から次の３地
区が指定されました。

問合先　　防災安全課　1(２２)３０８１　　　県安全環境部生活安全課　1０７７６(２０)０７４５

　市内でも、車上ねらいが多発

しています。

　全国平均を大きく上回っている無施錠被害を抑

止するため、住宅や自動車（車庫内の自動車も）、

自転車などに、かぎを掛けましょう。

確
定
申
告
の
期
間

・
所
得
税
　
２
月
16
日
(金)

　
　
　
　
　
〜
３
月
15
日
(木)
　

・
消
費
税
　
４
月
２
日
(月)
ま
で

と
こ
ろ
・
問
合
先
　

　
武
生
税
務
署(

中
央
一
丁
目)

　
1（
２
２
）０
８
９
０

確
定
申
告
は

お
早
め
に
！

確
定
申
告
は

お
早
め
に
！

▼
平
成
18
年
分
の
消
費
税
課
税
事
業

者
で
、
課
税
売
上
高
が
１
０
０
０

万
円
以
下
の
人

　
平
成
18
年
分
の
消
費
税
の
確
定
申

告
は
必
要
で
す
。

　
平
成
20
年
分
の
消
費
税
に
つ
い
て

は
課
税
事
業
者
で
は
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
消
費
税
の
「
納
税
義
務
者
で

な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※「
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」を
提

出
さ
れ
て
い
る
人
は
右
記
に
つ
い

て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

▼
平
成
18
年
分
の
課
税
売
上
高
が

　
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
人

　
平
成
20
年
分
の
消
費
税
の
課
税
事

業
者
と
な
る
た
め
、
届
出
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
新
た
に
課
税
売
上
高
が
１
０
０
０

万
円
を
超
え
る
人
は
「
消
費
税
課

税
事
業
者
届
出
書
」
を
納
税
地
の

所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
平
成
20
年
１
月
か

ら
帳
簿
の
記
載
や
請
求
書
な
ど
の

保
存
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
課
税
売
上
高
が
５
０
０
０
万
円
以

下
の
人
は「
簡
易
課
税
制
度
」を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
同
制
度
を
選
択
す
る
場
合
は
、
平

成
19
年
12
月
末
ま
で
に
「
消
費
税

簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。

■
消
費
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

■ｅ-Ｔａｘで、らくらく申告、らくらく納税
　平成18年分の確定申告がインターネットでできます。

国税庁のホームページ(http://www.nta.go.jp)の「確定申

告書作成コーナー」で作成した申告データーをそのまま税

務署に送信(申告)できます。

　ただし、ご利用に当たっては、事前に電子申告等開始

届出書の提出と電子証明書の取得などが必要です。

　詳しくはｅ-Ｔａｘのホームページ(http://www.e-

tax.nta.go.jp)をご覧ください。

■
平
成
18
年
分
の
所
得
税

　
確
定
申
告
に
お
け
る

　
主
な
改
正
点

・
定
率
減
税
の
改
正
　

　
定
率
減
税
の
額
が
、
所
得
税
額
の

10
％
相
当
額
、
最
高
限
度
額
は
12

万
５
０
０
０
円
に
変
更
。

　(

改
正
前
、
所
得
税
額
の
20
％
相

当
額
、
最
高
限
度
額
は
25
万
円)

・
寄
付
金
控
除
の
改
正

　
寄
付
金
控
除
の
適
用
下
限
額
が
５

０
０
０
円(

改
正
前
１
万
円)

に
変

更
。

・
政
党
等
寄
付
金
特
別
控
除
の
改
正

　
政
党
等
寄
付
金
特
別
控
除
の
適
用

下
限
額
が
５
０
０
０
円(

改
正
前

１
万
円)

に
変
更
。

 申告期間は、たいへん

混雑することが予想さ

れますので、早期提出・

郵送などによる申告を

お願いします。

わがまち安全、安心  ロック＆ライトアップ作戦展開中!!わがまち安全、安心  ロック＆ライトアップ作戦展開中!!

　各家庭で玄関灯や門灯を

一晩じゅう点灯させる「一

戸一灯運動」を推進してい

ます。

　発生割合の高い夜型犯罪

を抑止するため、まち全体

を明るくする県全体での取

り組みです。

　かぎ

住宅や車に「鍵かけ運動」

参 考 　20ワット白熱電球を１日

10時間点灯した場合、１ヵ

月の電気料金はジュース１本分

(120円)程度です。

一戸一灯運動

越前市広報2月15日号7



継
体
大
王
ロ
マ
ン
を
語
る

5

継
体
大
王
を

祝
福
す
る

丹
南
の
行
事
（
そ
の
２
）

越前市広報2月15日号 8

　
前
回
に
引
き
続
き
、
市
内
に
残
る
継
体
伝
承
に
関
連
す
る
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

お
か
ふ
と

お 

ら 

い 

し

ど
　
お

し
　 

そ
　 

し
ん

お
か
も
と

ほ
り  

り
ゅ
う
き

▼
祭
り
の
経
過

お
下
り(

五
月
三
日)

　
権
現
山
山
頂
の
奥
の

院
に
鎮
座
さ
れ
る
ご
神
体
を
神
輿
に
の
せ
、

駕
輿
丁
番(

祭
事
一
切
の
守
役)

や
守
り
役

の
天
狗
な
ど
の
案
内
で
、
国
重
要
文
化
財

で
あ
る
岡
太
神
社
・
大
滝
神
社
拝
殿(

里
宮)

へ
お
迎
え
す
る
神
迎
え
の
儀
式
で
す
。

例
大
祭(

五
月
四
日)

　
川
上
御
前
が
現
れ
て

伝
授
さ
れ
た
紙
漉
き
の
所
作
を
演
じ
る「
紙

能
舞
」
や
、
伝
授
さ
れ
た
技
を
数
人
の
若

者
た
ち
が
演
じ
る「
紙
神
楽
」、
大
釜
で
沸

か
し
た
湯
を
参
拝
者
に
振
り
か
け
身
を
清

め
る「
湯
立
の
神
事
」な
ど
、
特
色
あ
る
神

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

神
輿
渡
御(

五
月
五
日)

　
ご
神
体
を
の
せ
た

神
輿
が
、
五
箇
地
区(

大
滝
町
、
岩
本
町
、

不
老
町
、
新
在
家
町
、
定
友
町)

に
あ
る

神
社
を
回
り
ま
す
。

お
上
り(

五
月
五
日)

　
夜
の
と
ば
り
も
お
り
、

提
灯
の
照
ら
す
幻
想
的
な
明
か
り
の
中
、

ご
神
体
を
神
輿
に
移
し
、
奥
の
院
へ
と
お

送
り
し
ま
す
。
里
宮
に
着
く
の
は
午
後
十

時
過
ぎ
。
神
輿
を
納
め
、
神
と
紙
の
祭
は

幕
を
閉
じ
ま
す
。(

次
号
に
続
く) 

(

市
文
化
財
保
護
委
員
長
　
堀
立
煕
氏)

●
「
神
と
紙
の
祭
」
〜
紙
祖
神
・
岡
太

神
社
、
大
滝
神
社
の
春
祭
り
〜

　
継
体
天
皇
の
時
代
、
約
千
五
百
年
前
に
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
祭
り
は
春
と

秋
の
二
回
行
わ
れ
ま
す
が
、
春
は
紙
祖
神
・

川
上
御
前
を
祀
る
岡
太
神
社
と
国
常
立
尊
な

ど
を
祀
る
大
滝
神
社
の
祭
り
で
す
。

　
毎
年
五
月
三
日
、
四
日
、
五
日
に
行
わ
れ

る
こ
の
祭
り
は
、
県
指
定
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
つ

か
よ
ち
ょ
う
ば
ん

す

の
う
ま
い

お
い
ず

ち
ょ
う
ち
ん

ご
　
か

ご
ん
げ
ん
さ
ん

み
こ
し

ち
ん
ざ

て
ん
ぐ

し
ょ
さ

か
み

か
み
か
ぐ
ら

ゆ
た
て

し
ん
じ

おあ
が

み
こ
し
と
ぎ
ょ

●
岡
太
神
社
の
蓬
莱
祀

　
今
年
継
体
天
皇
即
位
千
五
百
年
を
祝
福
し

て
出
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
江
戸
時
代
の

蓬
莱
祀
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
山
車
を
曳
く
人
、
そ
れ
を
取
り
ま
く
見
物

人
、
見
張
り
の
役
人
風
の
武
士
な
ど
、
百
人

以
上
の
人
々
の
表
情
ま
で
面
白
く
克
明
に
観

察
さ
れ
、
当
時
の
人
々
の
服
装
ま
で
よ
く
分

か
り
ま
す
。

　
こ
の
蓬
莱
祀
は
、
継
体
天
皇
が
河
内
国
樟

葉
宮
で
即
位
さ
れ
た
こ
と
を
祝
い
、
天
皇
の

行
列
に
擬
し
て
、
神
幸
の
儀
式
を
厳
粛
に
行

う
祭
礼
で
す
。
毎
年
二
月
十
一
日
に
曳
き
廻

し
が
行
わ
れ
、
粟
田
部
の
歴
史
あ
る
伝
統
行

事
と
し
て
国
指
定
の
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
山
車
の
形
態
と
蓬
莱
祀
巡
幸

　
ま
ず
稲
藁
で
台
座
を
拵
え
、
そ
の
中
央
に

四
間
余
り(
約
八
メ
ー
ト
ル)

の
竹
二
本
を
建

て
ま
す
。
一
本
に
は
幣
帛
を
挟
み
神
霊
と
な

し
、
継
体
天
皇
を
勧
請
し
、
も
う
一
本
に
は

宝
餅
を
納
め
、
白
山
三
社
の
尊
神
を
勧
請
し

ま
す
。
そ
の
下
に
長
さ
四
間
余
り
の
枝
の
つ

い
た
栗
の
木
を
建
て
、
餅
花
を
つ
け
ま
す
。

俵
の
周
り
に
は
松
葉
・
杉
葉
を
飾
り
、
前
後

に
鳥
居
を
つ
け
ま
す
。
山
車
の
規
模
な
ど
は

時
勢
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
当
日
は
宮
司
の
御
祓
い
の
後
、
音
頭

取
り
に
あ
わ
せ
、
太
鼓
と
笛
で
景
気
づ

け
な
が
ら
、
町
内
を
曳
き
廻
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
神
事
往
来
の
行
事
は

厳
し
く
蓑
笠
着
用
ま
で
禁
じ
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
格
式
高
い
神
事
と
し
て
続

い
て
い
ま
す
。

●
迹
王
の
餅

　
継
体
天
皇
が
大
和
国
磐
余
玉
穂
宮
に
遷
都

さ
れ
た
日
を
祝
い
、
毎
年
十
月
十
二
・
十
三

日
、
岡
太
神
社
で
行
わ
れ
る
神
事
で
す
。

　
十
月
十
二
日
早
朝
よ
り
、
そ
の
年
の
当
番

に
選
ば
れ
た
若
者
が
、
大
半
桶
と
呼
ば
れ
る

桶
を
担
ぎ
、
威
勢
良
く
唄
い
な
が
ら
各
当
番

の
家
を
回
り
、
用
意
し
た
餅
を
奉
納
し
ま
す
。

神
前
に
捧
げ
ら
れ
た
餅
は
、
翌
十
三
日
に
加

入
者
に
配
ら
れ
ま
す
。
餅
の
大
き
さ
や
配
る

数
な
ど
、
細
か
い
き
ま
り
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
天
皇
の
恩
徳
に
報
い
る
た
め
、
郷
民
が
餅

を
搗
い
て
奉
納

し
た
と
こ
ろ
、

皇
子
も
ま
た
餅

を
搗
い
て
郷
民

に
下
賜
さ
れ
た

と
い
う
故
事
に

よ
る
も
の
で
す
。

▲
蓬
莱
祀
の
よ
う
す(

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財)

▲
迹
王
の
餅

▲神輿渡御(五月五日)のようす

お
か
ふ
と

お
ん
と
く

ご
う
み
ん

お
け

せ
ん
と

さ
さ

か
　
し

だ
い
は
ん
ぎ

つ

く
に
と
こ
た
ち
の
み
こ
と

か
わ
か
み
ご
ぜ
ん

は
の
み
や

し
ん
こ
う

だ
　
し

ひ

こ
し
ら

へ
い
は
く

そ
ん
し
ん

か
ん
じ
ょ
う

お
は
ら

ぐ
う
じ

ま
わ

み
の
か
さ

い
な
わ
ら

く
ず

い
わ
れ
た
ま
ほ
の
み
や

も
ち
ば
な



ス
ト
ッ
プ 

ザ

悪
質
商
法

ス
ト
ッ
プ 

ザ

悪
質
商
法

▼
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

　「
至
急
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
が
あ
る
」と

ハ
ガ
キ
や
電
話
で
ホ
テ
ル
や
喫
茶
店
な
ど
に

誘
い
出
し
、
不
意
打
ち
的
に
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
売
り
付
け
ま
す
。

注
意
す
る
こ
と

・
友
達
気
分
で
誘
わ
れ
て
も
出
か
け
な
い
。

・
親
し
げ
な
雰
囲
気
に
負
け
ず
、
き
っ
ぱ
り

断
る
。

 

●
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　
訪
問
販
売
な
ど
で
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た

場
合
、
一
定
用
件
の
も
と
で
あ
れ
ば
業
者
と

の
間
で
か
わ
し
た
契
約
を
無
条
件
で
解
除
で

き
る
制
度
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
　
・
訪
問
販
売(

ア

ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
な
ど)

の
場
合

　
　
↓
８
日
間

・
連
鎖
販
売
取
引(

マ
ル
チ
商
法
な
ど)

の
場
合

　
　
↓
20
日
間

手
続
方
法
　
契
約
を
解
除
す
る
旨
を
ハ
ガ
キ

に
書
い
て「
配
達
記
録
」か「
簡
易
書
留
」で

送
り
ま
す
。

注
意
す
る
こ
と

・
実
際
に
も
う
か
る
の
は
、
一
握
り
の
上
位

者
だ
け
。

・
末
端
の
販
売
員
で
も
、
だ
ま
し
て
勧
誘
す

れ
ば
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

・
人
間
関
係
が
崩
れ
、
友
人
を
失
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
、
マ
ル
チ

商
法
な
ど
の
悪
質
商
法
か
ら
消
費
者
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
県
内
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー

と
共
同
で
若
者
電
話
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
１
日
(木)
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
合
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　
1(

２
２)

３
７
７
３

　
若
者
の
悪
質
商
法
被
害
は
、
以
前
か
ら
高
い
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
悪
質
業
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
口

で
近
づ
い
て
来
ま
す
。

　
悪
質
商
法
の
手
口
を
知
る
こ
と
で
、
被
害
に
で
き
る
だ
け
あ
わ
な
い
、

あ
っ
て
も
す
ぐ
に
気
が
つ
く
体
質
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
南
越
清
掃
組
合

　
1(

２
２)

２
６
３
６

ライター　

各地区ごとに指定された
収集日に、有害ゴミ専用
箱に入れてください。　

白熱球　

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
電
話
を
！

し
ま
っ
た
！
解
約
し
た
い
時
は
こ
の
制
度

　
ゴ
ミ
収
集
や
処
理
の
効
率
性
と
安
全
性
を

高
め
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら「
白
熱
球
」と

「
ラ
イ
タ
ー
」を
有
害
ゴ
ミ
と
し
て
、
収
集
し

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

若
者
電
話
相
談
を
開
設
し
ま
す

▼
マ
ル
チ
商
法

　
商
品
を
買
っ
て
会
員
に
な
り
、
友
人
知
人

に
売
っ
た
り
紹
介
し
た
り

す
れ
ば
お
金
が
も
ら
え
、

加
入
者
を
増
や
す
こ
と
で

大
き
な
利
益
が
得
ら
れ
る

こ
と
を
勧
め
ま
す
。

　税務職員を装い、現金自動預け払い機(ＡＴＭ)

を操作させ、振り込みをさせるなどの「振り込

め詐欺」による被害が発生しています。

　税務職員が納税者の皆さんに電話で問い合わ

せる場合は、提出していただいた書類などを基

に、その内容を本人に確認することを原則とし

ています。

▼税務署や納税課の職員が電話をかけ、次に掲
げる項目を要求することはありません。

・還付金受け取りのため、金融機関などの現金

自動預け払い機(ＡＴＭ)の操作を求めること。

・納税のために、金融機関の

口座を指定して振込みを求

めること。

・フリーダイヤルへの連絡を

求めること。

※このような不審な電話があった場合は、指示

された電話番号に連絡することなく、武生税

務署または納税課まで問い合わせてください。

問合先　武生税務署総務課　1(２２)０９３６
　　　　納税課　1(２２)３０１５

ス
ト
ッ
プ 

ザ

悪
質
商
法

「税務職員」をかたった
不審な電話に注意!!
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と

　
　
　
　
　
は

白
熱
球

白
熱
球

ラ
イ
タ
ー

ラ
イ
タ
ー

有
害
ゴ
ミ
へ

有
害
ゴ
ミ
へ

4月1日から変更



中山間地域等
直接支払集落協定

締結状況

問合先　
　農政課　1(２２)３００９

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
の
概
要
と

平
成
18
年
度
集
落
協
定

締
結
状
況
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
の
概
要
と

平
成
18
年
度
集
落
協
定

締
結
状
況
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
の
概
要
と

平
成
18
年
度
集
落
協
定

締
結
状
況
に
つ
い
て

国民の財産である
農地を守るために

　
特
定
農
山
村
法
の
指
定
地
域
や
、

知
事
が
指
定
す
る
自
然
的
・
経
済
的
・

社
会
的
条
件
が
不
利
な
地
域
で
す
。

　
農
業
や
農
村
は
、
食
料
の
供
給
の

ほ
か
、
国
土
の
保
全
や
国
民
の
保
健

休
養
な
ど
の
多
面
的
な
機
能
を
持
ち
、

将
来
に
わ
た
っ
て
残
し
て
い
く
べ
き

国
民
共
有
の
財
産
で
す
。

　
し
か
し
、
特
に
中
山
間
地
域
な
ど

に
お
い
て
は
、
不
利
な
農
業
生
産
条

件
と
過
疎
化
・
高
齢
化
の
急
速
な
進

行
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
、

多
面
的
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
と
発
生
を
防
止
し
、
将
来
に
わ
た

っ
て
の
農
業
の
持
続
的
発
展
と
自
然

環
境
や
多
面
的
な
機
能
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、
平
成
12
年
度
か
ら
取
り

組
ま
れ
て
い
る
国
の
施
策
で
す
。

●
対
象
農
地

　
対
象
地
域
内
に
あ
り
、
次
の
条
件

を
満
た
す
農
業
生
産
条
件
が
不
利
な

農
振
農
用
地
区
域
内
の
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
一
団
の
農
用
地

・
急
傾
斜
農
地

・
自
然
条
件
に
よ
り
小
区
画
・
不
整

形
な
田

●
対
象
活
動

・
集
落
協
定
に
基
づ
き
、
５
年
間
以

上
継
続
し
て
行
う
耕
作
放
棄
の
対

策
、
水
路
・
農
道
な
ど
の
管
理
活

動
、
多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
農

業
生
産
的
活
動
な
ど

・
自
律
的
か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産

活
動
な
ど
の
体
制
整
備
に
向
け
た

前
向
き
な
取
り
組
み

●
交
付
金

　
集
落
協
定
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
対
象
農
地
10
ア
ー
ル
当
た
り
、
田

２
万
１
０
０
０
円
、
畑
１
万
１
５
０

０
円
が
基
本
額
で
す
。

　
交
付
金
額
の
１
／
２
以
上
は
、
耕

作
放
棄
の
防
止
活
動
や
水
路
・
農
道

な
ど
の
維
持
管
理
な
ど
、
集
落
の
共

同
取
組
活
動
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
と
は
？

中
山
間
地
域
と
は
？

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
と
は
？

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
と
は
？

地 区 集落協定面積（G）集　落

坂 口

味真野

岡 本

服 間
    

指定地域

白 山

北日野

神 山

大 虫

南中山

特認地域

合　　　計

58,596

128,636

40,130

71,332

32,469

88,183

55,694

114,016

51,293

38,665

15,377

18,728

12,218

41,804

14,653

10,722

43,581

24,139

860,236

33,034

21,229

162,971

33,961

49,972

166,434

39,087

41,155

32,171

10,847

60,226

40,344

69,341

26,380

72,616

25,762

35,598

16,339

13,850

951,317

1,811,553

中 津 原 町

下 中 津 原 町

下 別 所 町

勾 当 原 町

中 山 町

入 谷 町

中 居 町

蓑 脇 町

桧 尾 谷 町

文 室 町

萱 谷 町

奥 宮 谷 町

八 石 町

南 坂 下 町

東 樫 尾 町

横 住 町

相 木 町

市 野 々 町

計

千 合 谷 町

堀 町

丸 岡 沓 掛 町

下 黒 川 町

下黒川町（樹園地）

安 養 寺 町

小 杉 町

牧 町

若 須 町

萩 原 町

西 谷 町

荒 谷 町

広 瀬 町

池 ノ 上 町

大 虫 町

上 四 目 町

三 ツ 俣 町

北 山 町

東 庄 境 町

計

地
域
に
役
立
つ

　
宝
く
じ
助
成
金
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▲向陽会館(外観)▲除雪機(手前)と
収納用倉庫(奥)

　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援

の
た
め
の
宝
く
じ
助
成
金
を
受
け
て
、

次
の
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
向
陽
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
向
陽
会
館
」が
完
成

▼
国
高
地
区
自
治
振
興
会

・
除
雪
機
、
収
納
用
倉
庫
を
購
入

※
こ
の
ほ
か
、
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
広
く
地
域
づ
く
り
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
先
　
政
策
推
進
課

　
1(

２
２)

３
０
１
６



●
市
内
の
文
化
施
設
に
つ
い
て
●
 

　
市
民
の
芸
術
や
文
化
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
で
地
域
性
や
特
性
を

活
か
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た

郷
土
の
歴
史
文
化
の
継
承
の
た
め
、
資
料
収

集
や
研
究
を
行
う
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
一
度
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
文
化
課

　
1(

２
２)

７
４
５
９

文化センター　
　大・中・小の３つのホールとリハーサル室、研修室な
どを備えた施設。市民総合文化祭や国際音楽祭のほか、
学校や文化芸術団体の練習会、発表会など幅広く利用さ
れています。

ふるさとギャラリー「叔羅」および分館「石石」
　「叔羅」は展示室や茶室に使える和室を備え、美術工芸
品の展示や創作発表の場として、広く活用されています。
また分館「石石」がホール、展示室を改修整備して４月から
開館する予定です。

いまだて芸術館
　現代美術紙展やこどもミュージカル、企画展など数多
くの事業を開催しています。また音響や舞台設営などに
は、ボランティアスタッフも参加しています。４月から
指定管理者として(財)市文化振興事業団が管理します。

武生公会堂記念館
　昭和４年に建設された武生町公会堂を博物館施設とし
て改修し、郷土の歴史文化の継承のため、資料の収集や
特別展・館蔵品展の開催など事業を行っています。また、
建設当初の公会堂をしのばせる貴賓室もあります。

今立歴史民俗資料館
　主に今立地区の考古など歴史的文化資料を収集・保管
し、これらを展示しています。

島会館　
　昭和11年に旧粟田部町立図書館として建設。西欧様式
を取り入れた歴史的建造物として保存しています。 いまだて芸術館(粟田部町)

４月からリニューアル
オープンするギャラリー

分館「石石」(高瀬一丁目)

しくら らく

らく
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後
継
者
が
い
な
い
、
労
働
力
不
足
な
ど

で
、
管
理
に
困
っ
て
い
る
農
地
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
な
遊
休
農
地
は
、
耕
作
さ
れ

な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
数
年
で
荒
れ
て

し
ま
い
、
農
地
と
し
て
利
用
を
再
開
す
る

際
に
は
、
大
き
な
手
間
と
費
用
が
か
か
り

ま
す
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
住
み
か

に
な
り
、
周
辺
農
地
の
作
物
が
荒
ら
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
遊
休
農
地
を
解
消
す
る
た
め
、

寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公

開
台
帳
な
ど
に
登
載
し
、
よ
り
幅
広
く
受

け
手
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ナ
ラ
シ
対
策(
正
式
に
は
収
入
減
少
影

響
緩
和
対
策)

は
、
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
の
一
つ
で
、
米
、
麦
、
大
豆
の
販

売
価
格
が
下
落
し
た
り
、
単
収
が
落
ち
込

ん
で
、
収
入
減
に
な
っ
た
と
き
、
減
収
額

の
９
割
に
あ
た
る
お
金
が
補
て
ん
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　
経
営
者
と
し
て
の
安
心
を
得
る
た
め
、

ぜ
ひ
地
域
の
担
い
手
と
な
っ
て
「
ナ
ラ
シ

対
策
」に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
農
政
課
　
1（
２
２
）３
０
０
９

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.e
c
h
ize

n
.lg

.jp

※

※

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

　
こ
れ
ま
で
は
、
品
目
ご
と
に
一
律
助
成

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
産

か
ら
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
認
定
農

業
者
や
集
落
営
農
組
織
な
ど
の「
担
い
手
」

に
限
定
し
て
支
援
を
集
中
し
て
い
く
と
い

う
国
の
方
針
で
す
。

　
支
援
の
内
容
と
し
て
は
、
米
、
麦
、
大

豆
を
対
象
と
し
た「
ナ
ラ
シ
対
策
」の
ほ
か
、

麦
、
大
豆
を
対
象
と
し
た
「
生
産
条
件
不

利
補
正
対
策
（
ゲ
タ
対
策
）
」
が
あ
り
ま
す
。

　
加
入
に
あ
た
っ
て
は
、
認
定
農
業
者
で

あ
る
こ
と
や
集
落
営
農
組
織
を
つ
く
る
こ

と
、
経
営
面
積
な
ど
の
要
件
を
備
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■平成19年産でナラシ対策に加入する

場合の流れ（麦は締め切られました）

q加入申請(４月１日～６月30日)

　　　　　　d

w積立金を積立て(７月)

※負担割合は、生産者対国が１対３

　　　　　　d

e交付金の受け取りは(平成20年夏ごろ)

※収入増の場合、積立金は翌年に繰り

越します。

※積立金残額が一定額以上あれば積立

を行わなくてもかまいません。

の
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

遊
休
農
地

遊
休
農
地

集
落
営
農
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
進
ん
で
い
ま
す
か
？

ナ
ラ
シ
対
策
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

ナ
ラ
シ
対
策
に
加
入
し
ま
し
ょ
う



みんなの情報板みんなの情報板
地
球
に
優
し
い
暮
ら
し
方
を

提
案
・
実
践
す
る
講
演
会

地
球
に
優
し
い
暮
ら
し
方
を

提
案
・
実
践
す
る
講
演
会

みんなの情報板

丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ
２月の越前市関連の番組案内

地域ふれあいチャンネル(２ch)

丹南HOT情報チャンネル(５ch)

※番組は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。
詳しい番組案内は、丹南ケーブルテレビガイドなどをご覧ください。

と
き
　
３
月
４
日
(日)
　
午
後
１
時
半
〜
３

時
半

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
今
立
分
館

(

定
友
町)

講
師
　
牧
野
裕
子
氏

内
容
　
日
常
の
中
で
で
き
る
環
境
に
配
慮

し
た
実
践
を
紹
介
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
５
０
０
円

申
込
・
問
合
先
　
Ｉ
│
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
ネ
ッ
ト

事
務
局(

白
崎)

　

　
1
０
９
０(

９
７
６
３)

１
０
７
８
　

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

　
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
教
室
、
研
ぎ
方
教
室
な

ど
、
も
の
づ
く
り
体
験
が
で
き
る
施
設(

建

設
中)

の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

賞
　
包
丁
セ
ッ
ト(

１
人)

　
粗
品(

５
人)

応
募
方
法
　
愛
称
、
愛
称
に
つ
い
て
の
コ
メ

ン
ト
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。�

※
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１

件
の
応
募
に
つ
き
愛
称
は
１
点
の
み
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
　
３
月
10
日
(土)

選
考
方
法
　
審
査
会
で
決
定
後
、
４
月
初
旬

に
発
表
し
ま
す
。

応
募
・
問
合
先
　
タ
ケ
フ
ナ
イ
フ
ビ
レ
ッ
ジ

　
1(

２
７)

７
１
２
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ(

２
７)

７
１
０
０

　
〒
915
―

０
０
３
１
　
余
川
町
22
│

91�

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

越
前
打
刃
物
の
体
験
が
で
き
る

施
設
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

越
前
打
刃
物
の
体
験
が
で
き
る

施
設
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

　
精
神
科
病
院
の
な
か
に
あ
る
造
形
教
室
の

ア
ト
リ
エ
を
舞
台
に
、
そ
こ
に
通
う
人
々
と

流
れ
る
時
間
を
記
録
し
た
映
画
「
心
の
杖
と

し
て
鏡
と
し
て
」を
上
映
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
10
日
(土)
　
午
後
１
時
半
〜
３
時

と
こ
ろ
　
春
駒(

天
王
町)

申
込
方
法
　
電
子
メ
ー
ル
、
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
５
０
０
円

申
込
・
問
合
先
　

　
市
民
同
士
わ
か
り
あ
お
う
さ

　
1(

２
１)

５
４
０
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ(

２
１)

５
４
０
５

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　w
a
k
a
ria
o
u
sa
@
y
a
h
o
o
.co
.jp

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

「
た
け
ふ
歩
こ
う
会
」会
員
を
募
集

「
た
け
ふ
歩
こ
う
会
」会
員
を
募
集

12日～　子育て活動を支援
　　　　(丹南地区・子育てマイスターの活動)
19日～　新しい手口の詐欺に気をつけよう
26日～　地域で音楽を楽しもう！(わが町のバンド)

◎たんなんカラフルトーキング (毎週月曜日  午後７時更新)

12日～　越前市の児童見守り活動
26日～　教育委員の学校訪問

◎越前市情報ナビ (毎週月曜日  午後７時半更新)

23日～　帆山町編

◎辻・裏々 (毎週金曜日  午後７時45分更新)

16日～　丹南の民話をご紹介！(武生むかしむかし)
23日～　ふるさと発見伝(白山e)

◎丹南歴史探訪 (毎週金曜日  午後８時半更新)

16日～　居合道　

◎レッツ！スポレクカル (隔週金曜日  午後９時15分更新)

あ

い

ま

ま

し
ん
じ

は
る
こ
ま

ま
き
の
　
ゆ
う
こ

　市内の小学生から高校生までの

こども達によるミュージカル公演。

７回目を迎える今回は、継体大王

即位1500年祭の先駆け事業として、

地域に伝わる継体大王の伝説や逸

話を数多く盛り込んだ作品となっ

ています。�

ストーリー　現代の少女が1500年

前の越の国、継体大王の子ども

時代に迷い込み、そこに暮らす人々

といっしょに鉄造りや紙すきを

したとしたら？

　　悩み、傷つきながらも苦難や

逆境を仲間とともに乗り越え、

大きく成長していく姿を描きます。

　※18頁に関連記事があります。

問合先　いまだて芸術館

　1(４２)２７００

t
練
習
風
景

こどもミュージカルステラ座
きらめ

「いにしえの煌き」

再放送

　
歩
く
こ
と
を
通
し
て
自
然
や
文
化
に
親
し

み
、
心
身
の
健
康
増
進
と
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
　
10
〜
15
キ
ロ
の
定
例

ウ
ォ
ー
ク
、
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

(

県
内)

参
加
な
ど

対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
、

ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

入
会
金
　
１
０
０
０
円

年
会
費
　
２
０
０
０
円(

家
族
会
員
は
１
０

０
０
円
）

問
合
先
　
た
け
ふ
歩
こ
う
会
事
務
局(

田
辺

信
次)�

　
1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ(

２
３)

３
６
１
５

　
〒
915
│

０
８
０
１
　
家
久
町
47
│

21

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　r-ta
n
a
b
e@
k
o
re.m

iten
e.o
r.jp
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

今
立
総
合
支
所
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い

今
立
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課

1(

４
３)

７
８
１
２

３
月
〜
５
月
は
窓
口
業
務
が

大
変
混
雑
し
ま
す

市
民
課 

1(

２
２)

３
０
０
１

　
３
月
か
ら
５
月
は
、
住
民
異
動
届

出
や
戸
籍
届
出
、
各
種
証
明
書
な
ど

の
請
求
が
非
常
に
多
い
時
期
で
す
。

　
特
に
月
初
め
や
月
曜
日
、
祝
日
の

翌
日
お
よ
び
金
曜
日
の
、
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ご
ろ
の
時
間
帯
は
大

変
混
み
合
い
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
願
い
　
た
ん
な
ん
カ
ー
ド
で
自
動

交
付
機
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
便

利
で
す
。

　
今
立
総
合
支
所
で
は
、
今
立
地
区

以
外
の
人
も
、
戸
籍
の
届
出
や
住
民

票
、
印
鑑
登
録
、
税
務
証
明
書
な
ど

の
交
付
や
、
福
祉
関
係
の
相
談
、
各

種
申
請
書
の
受
付
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
旧
武
生
市
の
た
ん
な
ん
カ

ー
ド
の
切
り
換
え
や
、
外
国
人
登
録
、

今
立
地
区
以
外
の
地
籍
図
閲
覧
な
ど
、

本
庁
で
の
み
対
応
す
る
業
務
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

自動交付機による税務証明書
発行業務を一時停止します

再
生
品
を
提
供
し
ま
す

　
利
再
来
館
　
1(

２
８)

１
３
９
０

　
　
勾
当
原
町
86
―

28

　
　(

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日)

　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
坂
の
口
展
示
場

申
込
期
間
　
３
月
１
日
(木)
〜
25
日
(日)

※
希
望
価
格
を
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
発
表
　
４
月
１
日
(日)

※
当
選
者
に
は
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

引
取
期
間
　
４
月
２
日
(月)
〜
15
日
(日)

対
象
　
在
宅
で
次
の
条
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
人
の
介
護
者

・
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
度
が
４
、

５
に
認
定
さ
れ
て
い
て
、
過
去
１

年
間
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
な
い
人

・
特
別
障
害
者
手
当
ま
た
は
福
祉
手

当
を
受
け
て
い
な
い
人

・
世
帯
全
員
が
、
市
民
税
非
課
税

対
象
期
間
　
平
成
18
年
４
月
〜
平
成

19
年
３
月

支
給
額
　
10
万
円(

１
年
間
分
、
４

月
に
支
給)

申
請
に
必
要
な
も
の
　
申
請
書
、
印

鑑
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証(

被

介
護
者)

、
世
帯
の
課
税
状
況
調

査
に
つ
い
て
の
同
意
書
、
在
宅
介

護
期
間
確
認
書
、
郵
便
局
以
外
で

申
請
者
本
人
名
義
の
振
込
口
座
が

確
認
で
き
る
も
の(

預
金
通
帳
な
ど)

申
請
期
限
　
３
月
23
日
(金)

介
護
者
に
慰
労
金
を
支
給

長
寿
福
祉
課 

1(

２
２)

３
７
８
４

 

補
装
具
の
巡
回
無
料
相
談

社
会
福
祉
課 

1(

２
２)

３
０
０
４

　各税の情報更新

のため、税金に関

する証明書の自動

交付機での発行を

一時停止します。

対象の証明書　所得証明書、納

税証明書、固定資産証明書

※住民票の写し、印鑑証明、外

国人登録原票記載事項証明書

は、通常どおり発行します。

停止日　３月17日(土)、18日(日)、

４月21日(土)、６月９日(土)、

10日(日)、７月７日(土)、８日(日)

予備日　４月22日(日)、５月５日(土)

※作業の都合で、予備日にも停

止することがあります。

問合先　納税課

　1(２２)３０１５

み
ど
り
と
自
然
の
村
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

施
設
管
理
事
業
団 

1(

２
４)

３
７
１
２

み
ど
り
と
自
然
の
村 

1(

２
８)

１
１
１
９

　
地
域
助
け
合
い
ビ
ジ
ネ
ス(

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス)

に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
の
交
流
会
で
す
。

と
き
　
３
月
17
日
(土)
　
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ
　
県
中
小
企
業
産
業
大
学
校

(

福
井
市)

内
容
　
取
り
組
み
発
表
、
相
談
会
、

展
示
・
即
売
会
、
基
調
講
演
な
ど

地
域
助
け
合
い
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
会
を
開
催
し
ま
す

　
県
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
課

1
０
７
７
６(

２
０)

０
３
６
９

解
雇
、賃
金
な
ど
労
働
問
題
を

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

1
０
７
７
６(

２
０)

０
５
９
７

　
補
聴
器
や
車
い
す
な
ど
の
補
装
具

に
つ
い
て
、
県
総
合
福
祉
相
談
所
職

員
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、

補
装
具
の
判
定
も
行
い
ま
す
。

●
補
装
具
の
巡
回
無
料
相
談

と
き
　
２
月
27
日
(火)
　

午
後
１
時
〜
２
時

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ

ン
タ
ー(

ア
ル
・
プ

ラ
ザ
武
生
４
階)

必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
身
体
障
害
者

手
帳(

持
っ
て
い
る
人)

●
耳
の
日
相
談
・
補
装
具
巡
回
相
談

と
き
　
３
月
８
日
(木)
　

・
受
付
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

・
医
学
的
判
定
　
午
後
２
時
〜
３
時

と
こ
ろ
　
ア
イ
ア
イ
　
江
・
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー(

　
江
市)

※
会
場
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

と
き
　
３
月
18
日
(日)
　
午
後
１
時
半

〜
５
時

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー(

ア
ル
・

プ
ラ
ザ
武
生
４
階)

内
容
　
労
働
問
題
に
詳
し
い
弁
護
士

や
大
学
教
授
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

費
用
　
無
料

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
野
外
ス
テ
ー
ジ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

施
設
、
キ
ャ
ン
プ
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
　
３
月
21
日
(祝)
〜
11
月
15
日
(木)

※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ナ
イ
タ
ー
は
、

４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
み
ど
り
と
自
然
の
村(

安

養
寺
町)
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募

集

募

集

係

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

「
藤
の
杜
」の
入
居
者
を
募
集

建
築
住
宅
課 

1(

２
２)

３
０
７
４

八
ッ
杉
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー

【
冬
期
休
館
の
お
知
ら
せ
】

期
間
　
３
月
14
日
(水)
ま
で

問
合
先
　
農
林
整
備
課

　
1(

２
２)

３
０
０
８

奨
学
生
を
募
集

学
校
教
育
課 

1(

２
２)

７
４
５
２

も
り
　

野
球
場
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

ナ
イ
タ
ー
利
用
抽
選
会

施
設
管
理
事
業
団 

1(

２
４)

３
７
１
２

　
ナ
イ
タ
ー
の
利
用
は
抽
選
で
決
定

し
ま
す
。
利
用
希
望
者
は
、
抽
選
会

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
　

※毎月第３火曜日に、翌

月分の抽選会を開催

利用月

４月分

５月分

６月分

７月分

８月分

９月分

10月分

抽選日

３月20日(火)

４月17日(火)

５月15日(火)

６月19日(火)

７月17日(火)

８月21日(火)

９月18日(火)

・
受
付
　
午
後
６
時
〜

・
抽
選
会
　
午
後
６
時
半
〜

と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー(

高
瀬
二

丁
目)

交
通
災
害
共
済
の

加
入
者
を
募
集
し
ま
す

防
災
安
全
課 

1(

２
２)

３
０
８
１

融
資
制
度
の
案
内

名　称

100 (市が利子負担) ５年以内 労働金庫武生支店

返済期間 受付窓口融資限度額

小規模事業
育成資金

中小企業
振興資金

運転資金

設備資金

150 

150 

2.3～2.7 

2.3～2.7

５年以内

５年以内

労働金庫武生支店

市内の各信用金庫

市内の各銀行・

信用金庫

５年以内

７年以内

５年以内

７年以内

1.4～2.0 

1.4～2.4

1.5～2.1 

1.5～2.5

500 

1,000

1,000

2,000

運転資金

設備資金

生活安定
資金

勤労者

自営業者等

年利率(％)
( ２ 月15日現在　　(万円) )

県育児・介護休業
生活資金

※
設
備
資
金
に
は
市
の
利
子
補
給
制

度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先
　
各
金
融
機
関
の
受
付
窓
口

ま
た
は
商
工
政
策
課

　
1(

２
２)

３
０
４
７

寝
具
の
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
く
だ
さ
い

長
寿
福
祉
課 

1(

２
２)

３
７
８
４

社
会
福
祉
課 

1(

２
２)

３
０
０
４

共
済
掛
金
　
一
人
年
額
５
０
０
円

期
間
　
４
月
１
日
(日)
〜
平
成
20
年
３

月
31
日
(月)

見
舞
金
　
２
万
円
〜
１
０
０
万
円

　(

１
週
間
以
上
の
治
療
を
要
す
る
も
の)

対
象
と
な
る
交
通
事
故(

国
内
の
み)

▼
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
な
ど

の
交
通
機
関
の
運
行
に
伴
う
事
故

▼
身
体
障
害
者
用
の
車
い
す
を
道
路

上
で
使
用
中
の
事
故

申
込
方
法
　
３
月
中
に
、
申
込
書
に

掛
金
を
添
え
、
各
町
内
の
区
長
ま

た
は
防
災
安
全
課(

本
庁)

、
総
務

課(

今
立
総
合
支
所)

へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
申
込
書
が
、は
が
き
形

式
に
変
わ
り
ま
し
た
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

・
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
は
、
必

ず
警
察
に
届
け
て
現
場
の
調
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。(

自
転
車
な
ど

の
自
損
事
故
も
同
様)

・
医
療
機
関
で
医
師
の
診
察
を
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
請
求
に
必
要
な
書
類

交
通
事
故
証
明
書
、
加
入
者
証
、

診
断
書(

様
式
あ
り)

な
ど

見
舞
金
の
請
求
で
き
る
期
間
　

交
通
事
故
の
当
日
か
ら
２
年
以
内

対
象
　
65
歳
以
上
の
在
宅
の
一
人
暮

ら
し
や
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、

介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
度
が
１

〜
５
に
認
定
さ
れ
、
寝
具
類
の
衛

生
管
理
が
困

難
な
人
、
ま

た
は
１
・
２

級
の
身
体
障

害
者
で
寝
た

き
り
の
人

内
容
　
一
人
に
つ
き
掛
布
団
、
敷
布

団
、
毛
布
、
各
１
枚
を
洗
濯

費
用
負
担(

内
は
非
課
税
世
帯)

　

　
掛
布
団
３
０
０
円(

１
０
０
円)

　
敷
布
団
３
０
０
円(

１
０
０
円)

　
毛
布
１
０
０
円(

50
円)

※
羽
毛
布
団
な
ど
の
場
合
は
、
料
金

が
異
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
介
護
保
険
被

保
険
者
証(

介
護
保
険
認
定
者)

と

衛
生
管
理
が
困
難
で
あ
る
こ
と
の

調
査
書
、
ま
た
は
身
体
障
害
者
手

帳
と
寝
た
き
り
判
定
基
準(

身
体

障
害
者)

の
い
ず
れ
か

※
そ
の
ほ
か
申
請
書
、
印
鑑
、
課
税

状
況
調
査
に
つ
い
て
の
同
意
書
も

必
要
で
す
。

実
施
月
　
３
月

申
請
期
限
　
３
月
２
日
(金)

対
象
　
４
月
か
ら
高
等
学
校
、
大
学

な
ど
に
入
学
見
込
み
の
人
、
ま
た

は
こ
れ
ら
の
学
校
に
在
学
中
の
人

で
、
家
庭
の
経
済

的
な
理
由
で
就
学

が
困
難
な
学
業
成

績
優
秀
者

募
集
人
数
　
若
干
名

奨
学
金(

１
カ
月
当
た
り)

▼
高
校
生(

公
立)�

９
千
円

　
　
〃
　(

私
立)�

１
万
２
千
円

▼
高
専
生(

１
〜
３
年
生)�

９
千
円

　
　
〃
　(

４
〜
５
年
生)�

２
万
円

▼
短
大
生�

２
万
円

▼
大
学
生(

自
宅
通
学)�

２
万
円

　
　
〃
　(

自
宅
外
通
学)�

３
万
円

返
済
方
法
　
卒
業
後
１
年
間
据
え
置

き
後
、
10
年
以
内
に
返
済(

無
利
子)

申
込
方
法
　
申
請
書
に
在
学
し
て
い

る
学
校
長
の
推
薦
書
、
家
族
の
所

得
証
明
書
を
付
け
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
３
月
23
日
(金)

※
市
奨
学
金
基
金
へ
の
寄
付
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
北
府
三
丁
目

戸
数
　
26
戸(

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

３
階
建)

申
込
期
間(
第
一
次)

２
月
15
日
(木)

〜
21
日
(水)

※
応
募
件
数
が

戸
数
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
以

降
も
受
け
付
け
ま
す
。

入
居
開
始(

予
定)

　
３
月
10
日
(土)

そ
の
他
　
申
込
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、

次
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
三
洋
土
地
開
発
株
式
会
社

1(

２
３)

２
３
５
５
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思
春
期
の
自
立
と
自
信
を
、
ど
う

サ
ポ
ー
ト
す
る
か
考
え
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
２
月
25
日
(日)
　
午
後
１
時
半

〜
４
時
半

と
こ
ろ
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

(

ア
ル･

プ
ラ
ザ
武
生
４
階)

講
師
　
河
地
和
子
氏(

慶
応
義
塾
大

学
教
授)

定
員
　
30
人

受
講
料
　
無
料

そ
の
他
　
託
児
所
あ
り(

無
料
、要
予
約)

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

　
南
越
消
防
組
合
中
消
防
署
　
　

1(

２
１)

０
１
１
９

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交
流
セ
ン
タ
ー

催
し
物
参
加
者
募
集

申
込
・
問
合
先
　
1(

２
８)

１
１
２
３

●
講
演
会
「
里
地
里
山
の
伝
統
文
化

と
生
き
物
た
ち
」

と
き
　
３
月
４
日

（日）
　
午
後
２
時
〜

３
時
半

講
師
　
竹
田
純
一
氏(

里
地
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
長)

入
場
料
　
無
料

●
え
ち
ぜ
ん
環
境
楽
第
６
回
講
座

　「
三
国
湊
の
ま
ち
づ
く
り
探
訪
」

と
き
　
３
月
11
日

（日）
　
午
前
８
時
半

〜
午
後
５
時

内
容
　
「
ラ
ー
バ
ン
の
森
」「
三
国
湊

座
」な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

参
加
費
　
３
０
０
０
円(

昼
食
代
込)

と
き
　
３
月
11
日
(日)
　
午
前
９
時
〜

正
午

と
こ
ろ
　
中
消
防
署(

千
福
町)

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除
細

動
器)

の
取
り
扱
い
な
ど
を
交
え

た
普
通
救
命
講
習
会
で
す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
証
を
お
渡
し

し
ま
す
。

※

申込・問合先　ワークメイト　1(２３)６８５５申込・問合先　ワークメイト　1(２３)６８５５

時 間 受講料コース名 期間 (土・日・祝日を除く） 開催曜日

パソコン講座　　各コースとも定員20人(受講料にテキスト代を含む)

ホームページリフォーム術

エクセル2003応用

2/19B～3/19B

3/  1E～　22E

19：00
～21：00

月曜日

火・木曜日

6,000円

8,000円

ワークメイトからのお知らせワークメイトからのお知らせ

ジ
ュ
ニ
ア
体
操
を
開
催

ス
ポ
ー
ツ
課 

1(

２
２)

７
４
６
３

日
本
の
子
ど
も
は
な
ぜ
自
信
が
な

い
か(

講
義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ)

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

あ
ん
だ
ん
て
1(

２
４)

４
４
４
６

越
前
市
民
号
・
日
帰
り
の
旅

「
早
春
の
古
都
・
奈
良
散
策
」

　
市
特
急
・
新
幹
線
対
策
促
進
期
成

　
同
盟
会（
政
策
推
進
課
）

　
1(

２
２)
３
０
１
６

た
け
だ
　
じ
ゅ
ん
い
ち

み
な
と

【 I T 学習支援コーナーを開設しています】
とき　毎週土曜日(祝日を除く)　午前９時～正午、午後１時～４時
内容　時間内であれば無料で自由にパソコンの自主学習ができます。
　　　わからないことは、サポーターが手助けします。

か
わ 

ち
　
か
ず
こ

＊＊＊＊＊＊

講
座
だ
よ
り

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(

府
中
一
丁
目)

　
1(

２
２)

３
０
０
５

生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター

介
護
予
防
事
業
の
学
習
会
を

開
催
し
ま
す

長
寿
福
祉
課 

1(

２
２)

３
７
８
４

と
き
　
３
月
２
日
(金)
、
９
日
(金)
、
13

日
(火)
　
午
後
１
時
半
〜
４
時
半

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー(

ア
ル
・

プ
ラ
ザ
武
生
４
階)

※
３
月
９
日
(金)
は
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー(

杉
尾
町)

で
開
催
し
ま
す
。

内
容
　
「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
の
つ

ど
い
」
な
ど
、
介
護
予
防
事
業
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
３
日
間
い
ず
れ
の
学
習

会
も
内
容
は
同
じ
で
す
。
都
合
の

よ
い
日
を
選
び
、
事
前
に
長
寿
福

祉
課
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

参
加
費
　
無
料

と
き
　
２
月
27
日
(火)
〜
３
月
30
日
(金)

　
午
後
６
時
15
分
〜
７
時
半

※
全
10
回
、
毎
週
火
・
金
曜
日

と
こ
ろ
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
井

(

行
松
町)

対
象
　
小
学
１
年
〜
５
年
生

内
容
　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使
っ
て
、

初
心
者
向
け
の
練

習
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法
　
ス
ポ
ー

ツ
課(

分
庁
舎
２
階)

に
あ
る
申
込
用
紙
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
２
月
23
日
(金)
　

定
員
　
15
人(

先
着
順
、
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す)

費
用
　
５
０
０
円(

保
険
料
と
し
て)

各
講
座
共
通

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員
　
12
人(

初
め
て
の
人
を
優
先
、

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選)

申
込
締
切
　
２
月
28
日
(水)

パ
ソ
コ
ン
講
座

●
高
齢
者
入
門
・
初
級

対
象
　
65
歳
以
上
で
、
パ
ソ
コ
ン
初

心
者
の
人�

と
き
　
３
月
12
日
(月)
〜
16
日
(金)
　
午

前
９
時
半
〜
正
午

内
容
　
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
と
日
本

語
入
力

費
用
　
３
０
０
円(

テ

キ
ス
ト
は
貸
し
出
し
ま
す)

●
ワ
ー
ド
入
門
・
初
級

対
象
　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者�

と
き
　
３
月
12
日
(月)
〜
16
日
(金)
　
午

後
１
時
半
〜
４
時

内
容
　
ワ
ー
ド
２
０
０
０
の
基
本
操

作
と
文
章
作
成

費
用
　
１
６
０
０
円
程
度(

テ
キ
ス

ト
代
込
み)

●
エ
ク
セ
ル
入
門
・
初
級

対
象
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

き
、
文
字
入
力
が
で
き
る
人�

と
き
　
３
月
19
日
(月)
〜
24
日
(土)
　
午

後
１
時
半
〜
４
時

内
容
　
エ
ク
セ
ル
２
０
０
０
の
基
本

操
作
と
表
計
算
、
グ
ラ
フ
の
作
成

費
用
　
１
６
０
０
円
程
度(

テ
キ
ス

ト
代
込
み)
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と
き
　
３
月
21
日
(祝)

行
き
先
　
奈
良(

東
大
寺
、
国
立
博

物
館
ほ
か)

料
金
　
９
８
０
０
円

定
員
　
１
２
０
人

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
、

　
締
め
切
り
。

申
込
・
問
合
先
　

　
Ｊ
Ｒ
武
生
駅
1(

２
３)

０
２
３
０



こころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくり

開催場所　福祉健康センター(アル・プラザ武生４階)

●チャレンジ教室(生活習慣病予防の運動)
・ゆったりコース(第２・４水曜日)
　とき　２月28日d、３月14日d　午前９時半～11時
・元気コース(第１・３水曜日)
　とき　２月21日d、３月７日d　午前９時半～11時

●いきいき運動広場(自主的に運動できる部屋を開放)
　とき　３月２日f、９日f、16日f　午前９時～11時

●こころのテレビ電話相談
　(要予約、心療内科医による相談）
　とき　２月20日c、３月20日c　
　　　　午前９時～正午、午後２時～５時

●こころの相談(要予約)
　とき　２月23日f　午後１時半～４時半
　　　　３月９日f　午後５時～８時

●こどもの発達相談(要予約)

　とき　３月15日e　午後１時～５時
●両親学級
　とき　２月25日a　午後１時10分～30分
●２カ月児セミナー
　とき　３月19日b　午後１時10分～30分

●１歳６カ月児健康診査
　とき　２月21日d、３月７日d、14日d
　　　　  午後１時半～２時半

●３歳児健康診査
　とき　２月22日e、３月８日e、15日e
               午後１時～２時半

●育児相談(１歳未満の乳児)
　とき　３月５日b　午前９時半～10時半

●離乳食教室(１歳未満の乳児)
　とき　３月５日b
　　　　(初期) 午前10時～　(中・後期) 午前11時～

 開催場所　社会福祉センター(杉尾町)

●こころの相談室(要予約)　1(４２)３９３９
　とき　２月26日b、３月５日b、12日b、19日b
　　　　午前10時～午後４時

●はつらつ教室(転倒予防の健康体操など)
　とき　２月26日b、３月12日b　午前９時半～11時

●１歳６カ月児健康診査
　とき　２月27日c　午後１時半～２時半

●すこやかサロン(乳幼児)
　とき　３月16日f　午前10時～11時

問合先　健康増進課　1(２４)２２２１

保

健

保

健

３
歳
児
親
子
歯
っ
ぴ
ー
教
室

歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　

1(

２
２)

１
０
２
０

対
象
　
４
月
に
小
学
校
入
学
予
定
の

子
ど
も(

平
成
12
年
４
月
２
日
〜

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ)

接
種
期
間
　
３
月
31
日
(土)
ま
で 

接
種
機
関
　
市
内
の
個
別
予
防
接
種

医
療
機
関(
実
施
し
て
い
な
い
医

療
機
関
も
あ
り
ま
す)

お
願
い
　
ほ
か
の
予
防
接
種
も
済
ん

で
い
る
か
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
親
子
歯
磨
き
チ
ェ
ッ
ク
と
３
歳
児

フ
ッ
素
無
料
塗
布
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
児
と

そ
の
保
護
者�

と
き
　
２
月
20
日
(火)
、
27
日
(火)
、
３

月
13
日
(火)

と
こ
ろ
　
歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
の

と
き
に
配
布
す
る
フ
ッ
素
塗
布
無

料
券
と
歯
ブ
ラ
シ

い
や

Ｍ
Ｒ(

麻
し
ん
・
風
し
ん)

ワ
ク
チ
ン
第
２
期
の
予
防

接
種
は
済
み
ま
し
た
か
？

健
康
増
進
課 

1(

２
４)

２
２
２
１

万
葉
菊
花
園
だ
よ
り

申
込
・
問
合
先
　
1(

２
７)

７
８
０
０

●
絵
手
紙
展(
え
〜
手
紙
展)

と
き
　
３
月
４
日
(日)
ま
で
　
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
半

入
場
料
　
無
料

●
健
康
と
癒
し
の
園
芸
講
座(

早
春

の
園
芸)

と
き
　
３
月
11
日
(日)
　
午
後
１
時
半

〜
３
時
半

内
容
　
園
芸
福
祉
の
学
習
と
キ
ッ
チ
ン

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

費
用
　
１
３
０
０
円

定
員
　
20
人

●
丹
南
春
蘭
展
示
会

と
き
　
３
月
17
日
(土)
、
18
日
(日)
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
半

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

内
容
　
春
蘭
・
万
年
青
の
展
示
、
春
蘭

栽
培
教
室(

17
日
午
後
１
時
〜
３
時
、

要
予
約)

、
茶
席(

18
日
午
前
10
時
〜

午
後
２
時)

な
ど

入
場
料
　
無
料

※
栽
培
教
室
は
参
加
費
と
し
て
１
０

０
０
円
必
要
で
す
。

●
作
品
の
展
示
希
望
者
を
募
集

　
個
人
・
団
体
で
制
作
し
た
作
品
の

展
示
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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男女の問題

●性差などによるいろんな悩み相談
・男女平等オンブッド(アル・プラザ武生)

　1(２２)３６６８

　毎週月～金曜日、毎月第１土曜日

　午前10時～午後５時

　　※労働相談
　　毎月第１土曜日　午後１時～４時

　　毎月第３金曜日　午後５時～８時

　電子メールアドレス

　ombud@c i t y . e c h i z e n . l g . j p

●女性相談
・児童福祉課　1(２２)３００６

　水曜日　午前９時～午後５時

子育て

●家庭児童相談室・ひとり親家庭相談
・児童福祉課　1(２２)３００６

　月～金曜日、午前８時半～午後５時

●児童養護に関する相談
　(緊急の場合は夜間でも受け付けます)
・児童家庭支援センターたけふ「ポケット」

　1(２２)３０７７

　毎日、午前９時～午後５時半

●子育て相談(地域子育て支援センター)
・ＮＰＯ法人 子どもセンター

  「ピノキオ」(アル・プラザ武生)

　1(２３)８２１１

　毎日(休日も)、午前９時～午後５時
・「フォルマシオーン」(国高保育園内)

　1(２３)６３１８

　月～金曜日、午前９時～午後５時
・「いまだて」(粟田部保育園内)

　1(４２)２５１１

　月～金曜日、午前９時～午後５時

こころ

● なごみ電話(こころの悩み)
　1(２５)７５６４

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

● ヤングテレフォン
　1(２３)６６９９

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

●知的障害者の相談(要予約)
・社会福祉課　1(２２)３００４

　第２水曜日　午後１時半～４時

●心配ごと相談
・社会福祉協議会武生事務所

　(アル・プラザ武生)

　1(２２)８５００

　火曜日　午後１時半～４時

職業・労働

●高年齢者職業相談室
　1(２４)５７７７

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

　※受付は午後４時半まで

●若者対象の就職相談など
・ミニジョブカフェ武生

　1(２３)７０４６

　火・木曜日　午前10時～午後５時

　●市民相談電話
　　1(２２)１１２２
　　毎週月～金曜日
　　午前８時半～午後５時15分

　どこに電話すればいいのか
わからない場合は、こちらへ
問い合わせてください。

　どこに電話すればいいのか
わからない場合は、こちらへ
問い合わせてください。

　「閑月の苑」は、後継者のいない人の共同納骨塚
です。納骨供養料は一霊につき１０万円からです。
　宗教・宗派に関係なく、どなたでも御利用いた
だけます。

かんげつ　　　 その

くらし

●行政相談　

・生涯学習センター(府中１丁目)

　1(２２)３００５

　第１・３月曜日、午後１時半～４時

・社会福祉センター(杉尾町)

　1(４３)８８８８

　第２水曜日　午後１時半～４時

●人権相談
・生涯学習センター(府中１丁目)　

　1(２２)３００５

　第１月曜日　午後１時～４時

　第３金曜日　午前９時～正午

●法律相談(電話での相談、受け付
けはできません)

・社会福祉協議会武生事務所(アル・プラザ武生)

　1(２２)８５００

　第１・３木曜日、午前９時半～正午

　午前８時半から受付(定員10人)

●消費生活相談
・消費者センター(センチュリープラザ)

　1(２２)３７７３

　月～金曜日、午前８時半～午後５時

●結婚相談
・生涯学習センター(府中１丁目)

　1(２２)３００５　

　第１・２・３水曜日　午後１時～４時

　第４土曜日(本人のみ)　午後１時～４時

・社会福祉センター(杉尾町)

　1(４３)８８８８

　第１・３水曜日　午後１時半～４時

健康

●健康相談
・健康増進課　1(２４)２２２１

　月～金曜日、午前８時半～午後５時
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中
央
図
書
館

　
1(

２
２)

０
３
５
４

今
立
図
書
館

　
1(

４
３)

０
２
２
９

図書館
だより

問合先問合先

催し物情報催し物情報催し物情報栗塚  稟花ちゃん

 くりづか　　りんか

(１歳)

♪
♪

次号は３月15日発行

越前市広報２月15日号

◆越前市のホームページアドレス
　http://www.city.echizen. lg . jp
◆編集・発行　 越前市秘書課広報広聴室

〒915-8530 越前市府中一丁目13-7�
10 7 7 8（ 2 2 ）3 4 2 8

※越前市は環境マネージメントシステム

ISO14001自己適合宣言を行っています。

【１月１日現在】

◆総人口� 87,690人
　　内外国人� 3,330人
◆男� 42,876人
　　内外国人� 1,609人
◆女� 44,814人
　　内外国人� 1,721人
◆世帯数� 28,845世帯
　　内外国人�2,450世帯

２月の納税２月の納税

人口人口

保
育
園
だ
ぁ
〜
い
す
き
！
さ
く
ら
組
の

お
友
達
、こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ネ
。

●南PCフォト展
　２月21日D～３月１日E

●「景色」上野孔三写真展
　２月23日F～25日A

●日中友好書法交流15周年記念展
　３月３日G～11日A

●親子展(絵画、押花、デザイン画)
　３月14日D～18日A

※現在、源氏物語をテーマにした
　茶わんを展示中です。

　(第33帖「藤裏葉」～第43帖「紅梅」)

開館時間　午前10時～午後６時
　　　　　(入館は午後５時半まで)
入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
※２月～５月の展示申し込みを受け

付けています。

● 早春の館蔵品展「書の美」
　２月24日G～４月８日A

開館時間　午前10時～午後６時
 (入館は午後5時半まで)

入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日

ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅 1(23)58111(23)5811

しくらしくら

公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館 1(21)39001(21)3900

　
中
央
図
書
館
は
祝
日
も
開
館

　
中
央
図
書
館
は
、
祝
日
を
す
べ
て

開
館
し
て
い
ま
す
。
祝
日
と
月
曜
日

が
重
な
っ
た
場
合
は
開
館
し
、
翌
日

の
火
曜
日
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
今
立
図
書
館
は
、
祝
日
は
休

館
し
ま
す
。
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
、

翌
日
の
火
曜
日
も
休
館
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●古賀裕子チェンバロリサイタル
　３月９日F　午後７時～
　料金　一般3,000円
　　　　 高校生以下 1,000円

文化センター文化センター文化センター 1(23)50571(23)5057文化センター

●第７回ステラ座こどもミュージカル

「いにしえの煌き」
　３月25日A　午後１時半開場
　　　　　　　午後２時開演
　料金　一般1200円
　　　　  中学生以下800円
　※全席自由
　チケット　いまだて芸術館・文化

　　　　　センター・文化課ほか
※12頁に関連記事があります。

いまだて芸術館いまだて芸術館いまだて芸術館いまだて芸術館 1(42)27001(42)2700

固定資産税・都市計画税　第４期
国民健康保険税　　　　　第８期
介護保険料　　　　　　　第８期

【夜間納税窓口・納税相談日】
と　き　第１・３火曜日

(祝日の場合は除く)
および、月末開庁日
午後８時まで

ところ　納税課
口座振替の人は残高の確認を
納税はお早めに

こ　が　ゆうこ

きらめ
ふじのうらば

うえの  こうぞう

こうばい

休日診療について

1０１２０(２４)４８９４

●市長室ホットラインファックス
　FAX(２２)９９７７
●市民相談電話　1(２２)１１２２
●提案箱「あなたの声」
　・市役所正面玄関ロビー
　・今立総合支所正面玄関ロビー
●電子メールアドレス
　koutyou@city.echizen.lg.jp

　
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
中
央
図
書
館
に
は
昭
和
22
年
５
月

か
ら
の
官
報
情
報
や
昭
和
59
年
以
降

の
新
聞
記
事
、
す
べ
て
の
法
令
デ
ー
タ
、

最
新
人
物
情
報
な
ど
が

検
索
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

使
用
料
　
無
料
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